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一

中
古
平
仮
名
史
研
究
の
課
題

平
仮
名
に
は
、
日
本
語
表
記
の
最
も
基
礎
的
な
部
分
を
担
っ
て
き
た
側
面

と
、
洗
練
さ
れ
た
日
本
的
美
意
識
を
担
っ
て
き
た
側
面
と
が
あ
り
、
手
書
き

書
記
の
時
代
、
殊
に
文
字
が
社
会
階
層
の
上
位
者
の
専
有
物
に
近
か
っ
た
平

安
時
代
末
期
以
前
に
あ
っ
て
は
、
後
者
は
文
字
生
活
史
的
に
見
て
そ
の
重
要

性
を
無
視
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
両
側
面
の
関
係
性
と
全

体
像
が
正
し
く
描
き
出
さ
れ
て
初
め
て
、
こ
の
時
代
の
平
仮
名
史
が
十
全
に

明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
実
用
的
資
料
は
、
各
時
代
の
平
仮
名
使
用

の
あ
り
方
の
基
幹
的
部
分
を
反
映
す
る
も
の
で
、
書
字
能
力
の
習
得
・
成
熟

過
程
か
ら
考
え
て
、
美
的
資
料
に
お
け
る
平
仮
名
用
法
の
あ
り
方
に
対
し
て

も
そ
れ
を
規
定
す
る
所
の
大
き
い
こ
と
は
、
容
易
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
平
安
時
代
の
実
用
的
資
料
に
お
け
る
仮
名
字
体
の
増
加
傾
向
の
背
景

を
考
え
た
場
合
、
美
的
資
料
の
側
か
ら
の
実
用
的
資
料
の
書
記
様
式
へ
の
影

響
が
存
し
た
こ
と
も
、
ま
た
十
分
考
慮
す
べ
き
可
能
性
の
内
に
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
研
究
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
そ
こ
に
は
幾
つ

か
の
大
き
な
資
料
的
制
約
が
あ
る
。
ま
ず
、
私
文
書
を
含
む
文
書
類
を
中
心

と
す
る
実
用
的
資
料
に
関
し
て
は
、
そ
も
そ
も
現
存
す
る
資
料
の
少
な
さ
が

問
題
と
な
る
。
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
と
見
な
し
得
る
資
料
の
少
な
さ
の
た

め
に
、
あ
る
時
期
の
平
均
的
実
態
を
、
一
つ
の
資
料
も
し
く
は
資
料
群
、
そ

れ
に
加
う
る
に
前
後
に
あ
た
る
時
期
の
資
料
と
の
比
較
対
照
か
ら
推
測
せ
ざ

る
を
得
な
い
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
用
性
故
に
一
定
の
社
会
的
共
通

性
を
有
す
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の
推
測
に
は
あ
る
程
度

の
蓋
然
性
を
担
保
す
る
こ
と
は
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
以
上
に
大
き
な
困
難
を
有
す
る
の
が
美
的
資
料
の
場
合
で
あ
る
。
平

安
期
書
写
と
目
さ
れ
る
仮
名
古
筆
の
場
合
、
平
安
時
代
も
後
・
末
期
以
降
、

そ
れ
も
能
筆
家
の
家
系
で
あ
る
世
尊
寺
家
の
藤
原
伊
房
（
長
元
三
年
〔
一
〇

三
〇
〕
〜
永
長
元
年
〔
一
〇
九
六
〕）
と
そ
の
孫
藤
原
定
信
（
寛
治
二
年

〔
一
〇
八
八
〕
〜
保
元
元
年
〔
一
一
五
六
〕）
に
至
っ
て
初
め
て
か
な
り
の
確

度
を
以
て
そ
の
筆
蹟
と
目
さ
れ
る
資
料
が
多
く
指
摘
し
う
る
よ
う
に
な
る
（
1
）が
、
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そ
れ
以
前
に
あ
っ
て
は
伝
承
筆
者
の
域
を
越
え
る
も
の
は
殆
ど
な
い
。
し
か

も
、
江
戸
時
代
以
前
の
古
筆
家
に
よ
っ
て
平
安
期
の
仮
名
古
筆
に
与
え
ら
れ

た
伝
承
筆
者
名
は
、
書
写
年
代
の
み
に
つ
い
て
さ
え
、
あ
る
程
度
の
蓋
然
性

を
有
し
う
る
も
の
も
殆
ど
な
い
。
伊
房
筆
や
定
信
筆
の
資
料
が
多
く
藤
原
公

任
（
康
保
三
年
〔
九
六
六
〕
〜
長
久
二
年
〔
一
〇
四
一
〕）
筆
と
さ
れ
た
り
、

後
に
本
稿
で
検
討
を
加
え
る
『
高
野
切
本
古
今
和
歌
集
』
が
、
実
際
に
は
十

一
世
紀
の
書
写
と
目
さ
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
紀
貫
之
（
〜
天
慶
八
年
〔
九

四
五
〕
頃
か
）
を
伝
承
筆
者
と
す
る
な
ど
、
そ
も
そ
も
書
写
年
代
の
比
定
自

体
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
殆
ど
で
あ
る
。
藤
原
行
成
（
天
禄
三
年

〔
九
七
二
〕
〜
万
寿
四
年
〔
一
〇
二
八
〕）
な
ど
は
、『
関
戸
本
古
今
和
歌
集
』、

『
曼
殊
院
本
古
今
和
歌
集
』、『
元
暦
校
本
万
葉
集
』、『
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集
』、

『
升
色
紙
』、『
針
切
』、『
伊
予
切
』
な
ど
夥
し
い
数
の
仮
名
古
筆
の
伝
承
筆

者
と
さ
れ
る
ほ
か
、『
三
宝
感
応
要
録
紙
背
消
息
』
の
伝
承
筆
者
と
も
な
っ

て
い
て
、
そ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
平
安
期
平
仮
名
史
研
究
に
と
っ
て
こ
れ
以

上
な
い
重
要
な
資
料
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
い
ず
れ
も
全
く

信
ず
る
に
足
る
も
の
で
は
な
い
。

中
古
の
美
的
仮
名
資
料
の
文
字
史
的
研
究
を
巡
る
困
難
は
、
こ
う
し
た
筆

者
及
び
年
代
の
確
定
の
し
難
さ
に
、
ま
ず
は
集
約
さ
れ
る
。
中
古
の
実
用
的

資
料
の
中
心
を
な
す
消
息
資
料
の
場
合
、
殆
ど
が
紙
背
文
書
と
し
て
伝
来
し

た
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
年
記
を
有
す
る
漢
文
文
書
と
の
同
時
代
性
等
か
ら

ほ
ぼ
そ
の
書
写
年
代
を
推
定
で
き
る
の
に
対
し
、
仮
名
古
筆
の
場
合
に
は
奥

書
を
有
す
る
も
の
も
稀
で
、
年
代
の
推
定
さ
え
、
書
道
史
研
究
で
行
わ
れ
て

き
た
主
観
的
・
審
美
的
判
断
以
外
の
方
法
を
有
し
な
い
場
合
が
殆
ど
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
問
題
に
些
か
の
光
明
を
与
え
る
希
有
な
資

料
が
、
源
兼
行
（
生
没
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、
治
安
三
年
〔
一
〇
二
三
〕
〜

承
保
元
年
〔
一
〇
七
四
〕
の
活
動
が
確
認
さ
れ
る
）
関
連
資
料
で
あ
る
。
源

兼
行
の
筆
蹟
と
し
て
は
、『
九
条
家
本
延
喜
式
』
紙
背
書
状
が
そ
の
署
名
か

ら
確
実
視
さ
れ
、
そ
の
漢
字
書
体
か
ら
『
平
等
院
鳳
凰
堂
色
紙
形
（
2
）』・『
前
田

本
北
山
抄
巻
第
三
』
の
よ
う
な
漢
字
文
献
、
そ
し
て
更
に
僥
倖
と
し
て
、

『
桂
本
万
葉
集
』・『
関
戸
本
和
漢
朗
詠
集
』・『
御
物
雲
紙
本
和
漢
朗
詠
集
』

と
い
っ
た
漢
字
文
・
平
仮
名
文
両
方
を
含
む
資
料
の
筆
者
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
、
為
に
そ
の
平
仮
名
の
筆
蹟
も
明
ら
か
と
な
っ
て
、
仮
名
古
筆
資
料

『
高
野
切
本
古
今
和
歌
集
第
二
種
』
の
筆
者
で
あ
る
こ
と
も
か
な
り
の
確
実

性
を
以
て
判
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
藤
原
伊
房
を
遡
る
仮
名
古

筆
筆
者
と
し
て
は
、
そ
の
確
度
の
高
い
ほ
ぼ
唯
一
の
人
物
で
あ
る
。

そ
の
上
、
兼
行
書
状
を
含
む
『
九
条
家
本
延
喜
式
紙
背
文
書
』
に
は
五
通

の
仮
名
消
息
が
含
ま
れ
、
漢
文
文
書
の
年
記
か
ら
長
元
（
一
〇
二
八
〜
一
〇

三
六
）
頃
の
も
の
と
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
時
期
の
実
用
的
平
仮
名
用

法
の
指
標
と
な
る
資
料
で
あ
る
。『
延
喜
式
紙
背
消
息
』
五
通
の
中
に
兼
行

筆
蹟
と
判
断
で
き
る
も
の
は
な
く
、
寧
ろ
全
通
と
も
兼
行
以
外
の
人
物
の
手

に
よ
る
も
の
と
の
推
定
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
同
じ
書
籍
の
紙
背

に
存
在
す
る
点
か
ら
し
て
、
社
会
生
活
の
範
囲
に
関
し
て
兼
行
と
重
な
る
部

分
を
有
し
た
人
物
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
、
同
時
代
の
、

比
較
的
近
い
文
化
圏
、
社
会
生
活
圏
の
中
で
行
わ
れ
た
実
用
的
仮
名
用
法
と

美
的
仮
名
用
法
の
直
接
的
な
比
較
対
照
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
殆
ど
唯
一
の

資
料
群
と
言
っ
て
良
い
。
中
古
の
平
仮
名
使
用
の
実
態
の
全
体
像
を
解
明
す
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る
と
い
う
些
か
壮
大
な
目
的
に
対
す
る
も
の
と
し
て
は
、
そ
の
ご
く
一
部
に

お
け
る
接
点
に
過
ぎ
な
い
が
、
し
か
し
、
考
察
を
時
間
的
・
空
間
的
に
拡
張

し
て
い
く
た
め
の
貴
重
な
第
一
の
足
が
か
り
と
す
る
こ
と
の
出
来
る
資
料
で

あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。

二

十
一
世
紀
中
頃
に
お
け
る
実
用
的
な
平
仮
名
字
体
の
実
態

本
稿
の
筆
者
は
、
先
に
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
実
用
的
資
料
に
見

え
る
平
仮
名
字
体
の
あ
り
方
が
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
遂
げ
た
か
に
つ
い
て
、

そ
の
調
査
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
（
3
）。
ま
ず
は
そ
の
う
ち
『
延
喜
式
紙
背
消

息
』
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
同
時
代
の
実
用
的
資
料
に
お
け
る
平
仮
名
使
用

に
関
す
る
史
的
事
実
を
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。

実
用
的
資
料
に
見
え
る
平
仮
名
字
体
使
用
の
実
態
は
、
平
安
時
代
に
お
い

て
二
度
の
比
較
的
顕
著
な
変
化
の
時
期
を
有
し
て
い
る
。
一
つ
め
は
十
世
紀

後
半
で
、
資
料
と
し
て
は
『
石
山
寺
本
虚
空
蔵
菩
薩
念
誦
次
第
紙
背
消
息
』

（
康
保
〔
九
六
四
〜
八
〕
頃
）
と
『
藤
原
公
任
自
筆
本
北
山
抄
紙
背
消
息
』

（
長
徳
・
長
保
〔
九
九
五
〜
一
〇
〇
三
〕
頃
）
の
間
の
変
化
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
極
初
期
平
仮
名
資
料
以
来
存
す
る
古
層
の
仮
名
字

体
の
う
ち
、「蛸

（
散
／
サ
（
4
））」・「談

（
数
／
ス
）」・「蒼

・葬

（
乎
／
ヲ
）」

と
い
っ
た
も
の
が
退
潮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
さ
・凧

（
佐
／
サ
）」・「檀

（
春

／
ス
）」・「
を
」
と
い
っ
た
別
の
字
母
か
ら
生
じ
た
新
出
の
仮
名
字
体
に
主

要
な
字
体
の
座
を
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
る
（
ス
の
仮
名
と
し
て
は
「段

（
須
）」
も
こ
の
時
期
の
前
後
に
跨
が
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
）。
こ
の
時
期
、

字
体
の
増
加
そ
の
も
の
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。

二
度
目
の
変
化
は
十
一
世
紀
後
半
、
資
料
と
し
て
は
『
延
喜
式
紙
背
消

息
』
か
ら
『
不
空
三
蔵
表
制
集
紙
背
消
息
』・『
灌
頂
阿
闍
梨
宣
旨
官
牒
紙
背

消
息
』（
共
に
応
徳
〔
一
〇
八
四
〜
六
〕
頃
）
の
間
に
起
こ
っ
て
い
る
。
こ

の
時
期
、
漢
字
の
原
態
に
還
元
す
る
こ
と
が
比
較
的
容
易
な
字
体
（
本
稿
で

は
以
下
そ
れ
を
草
仮
名
的
字
体
と
呼
ぶ
）
が
平
仮
名
体
系
に
多
く
取
り
入
れ

ら
れ
、
仮
名
字
体
の
数
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
て
い
る
。

即
ち
、『
延
喜
式
紙
背
消
息
』
は
先
行
す
る
『
北
山
抄
紙
背
消
息
』
と
共

に
、
そ
の
二
つ
の
大
き
な
変
革
期
の
中
間
に
あ
た
る
時
期
の
資
料
で
、
そ
の

仮
名
字
体
史
的
特
色
の
概
略
を
い
う
な
ら
ば
、
古
層
の
仮
名
字
体
の
新
出
字

体
と
の
交
替
が
起
こ
っ
て
い
る
一
方
、
仮
名
字
体
全
体
の
数
の
増
加
は
ま
だ

あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
段
階
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
細
か
く
見
れ
ば
こ
の
二
資
料
の
間
に
も
全
く
相
違
が
無
い
わ
け

で
は
な
い
。
そ
の
具
体
的
事
例
を
箇
条
書
き
で
示
す
な
ら
ば
以
下
の
よ
う
な

諸
点
で
あ
る
（
資
料
名
は
略
称
『
北
山
』・『
延
喜
』
で
示
す
）。

・「
宇
」
を
字
母
と
す
る
ウ
の
仮
名
に
つ
い
て
、『
北
山
』
は
「
う
」
の
他

に
字
母
「
宇
」
に
近
い
形
状
の
字
体
の
使
用
例
も
多
い
。
こ
れ
は
『
為

家
本
土
左
日
記
』
に
も
使
用
さ
れ
、
古
層
の
仮
名
字
体
の
一
つ
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
先
述
の
「蛸

」「談

」
よ
り
は
や
や
長
く
命
脈

を
保
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（「蒼

・葬

」
に
つ
い
て
は
後
述
）。
し
か
し
、

『
延
喜
』
に
は
既
に
そ
の
使
用
例
が
な
い
。

・『
北
山
』
で
は
ケ
の
仮
名
と
し
て
「
け
」
の
他
に
「黛

（
介
）」
を
使
用

す
る
が
、『
延
喜
』
に
は
使
用
例
が
な
い
。

・「蛸

」
に
替
わ
っ
た
サ
の
仮
名
と
し
て
、『
北
山
』
は
「
佐
」
を
字
母
と
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【
表
1
】『
九
条
家
本
延
喜
式
紙
背
消
息
』
使
用
仮
名
字
体
（
五
通
分
を
ま
と
め
て
示
す
）

す
る
も
の
を
最
も
多
く
使
用
す
る
が
（「蛸

」「
さ
」
の
例
も
あ
り
）、

『
延
喜
』
に
は
「
さ
」
の
み
が
見
え
る
。

・
テ
の
仮
名
と
し
て
、『
北
山
』
は
「
て
」
の
み
を
使
用
す
る
が
、『
延

喜
』
は
字
母
に
や
や
近
い
形
状
の
「託

」
を
併
用
す
る
。

・
ヒ
の
仮
名
と
し
て
『
延
喜
』
は
「綻

（
悲
）」
を
使
用
す
る
が
、
こ
れ

は
『
北
山
』
を
含
め
、
他
の
平
安
期
実
用
的
資
料
に
は
あ
ま
り
例
の
見
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【
表
2
】『
高
野
切
本
古
今
和
歌
集
第
二
種
』
使
用
仮
名
字
体

え
な
い
仮
名
字
体
で
あ
る
（
5
）。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
以
下
で
分
析
を
加
え
た
い
。
次
節

以
下
で
の
源
兼
行
筆
蹟
資
料
と
の
対
照
の
為
に
、『
延
喜
式
紙
背
消
息
』
五

通
の
使
用
仮
名
字
体
を
ま
と
め
た
も
の
を
掲
げ
て
お
く
（
表
1
（
6
））。

三

源
兼
行
筆
蹟
資
料
（
1
）
―
―
高
野
切
第
二
種
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本
節
及
び
次
節
で
は
、
源
兼
行
の
筆
蹟
と
目
さ
れ
る
仮
名
古
筆
に
お
け
る

仮
名
字
体
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
稿
で
は
特
に
『
高
野
切
本

古
今
和
歌
集
第
二
種
』・『
桂
本
万
葉
集
』
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
ら

資
料
群
は
、『
桂
本
万
葉
集
』
の
料
紙
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明

ら
か
に
内
容
の
鑑
賞
の
他
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
、
書
と
し
て
の
美
的

鑑
賞
を
も
前
提
と
し
た
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
本
節
で
は
、『
高
野
切
第
二
種
』
の
仮
名
字
体
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

『
高
野
切
本
古
今
和
歌
集
』
は
、
文
献
学
或
い
は
書
道
史
学
の
方
面
か
ら

『
古
今
和
歌
集
』
の
現
存
伝
本
中
最
古
と
見
ら
れ
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。

伝
承
筆
者
は
い
ず
れ
の
巻
も
紀
貫
之
と
さ
れ
て
い
る
が
、
三
人
の
寄
合
書
と

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
定
説
で
、
そ
の
う
ち
第
二
種
が
源
兼
行
の
筆
蹟
と
さ

れ
る
。

第
二
種
は
、
巻
第
二
・
三
・
八
の
一
部
、
巻
第
五
の
全
巻
を
存
し
て
い
る
。

前
掲
表
2
が
そ
の
使
用
仮
名
字
体
で
あ
る
（
7
）。

表
1
と
比
較
し
て
、
一
見
し
て
使
用
仮
名
字
体
数
の
多
さ
が
分
か
る
。
同

じ
文
学
作
品
の
写
本
で
も
、『
為
家
本
土
左
日
記
』
所
用
の
仮
名
字
体
体
系

が
、
同
時
期
の
実
用
的
仮
名
資
料
と
大
き
く
は
異
な
ら
な
い
の
に
対
し
、
こ

の
時
期
、
実
用
的
仮
名
書
記
と
美
的
仮
名
書
記
と
が
既
に
大
き
く
そ
の
姿
を

分
か
ち
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
ま
ず
確
認
で
き
よ
う
。
以
下
、
個
別
字
体
に
つ

い
て
の
分
析
・
解
釈
を
加
え
た
い
。

『
延
喜
式
紙
背
消
息
』
に
見
え
な
が
ら
本
資
料
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
仮

名
字
体
は
「貸

（
万
／
マ
）」
一
字
の
み
で
あ
る
。
後
の
論
の
先
取
り
に
な

る
が
、
こ
の
字
体
は
『
桂
本
万
葉
集
』
に
も
見
え
な
い
。
こ
の
字
体
は
実
用

的
資
料
で
は
『
虚
空
蔵
菩
薩
念
誦
次
第
紙
背
消
息
』
に
既
に
用
例
が
見
え
、

ま
た
、
同
じ
『
高
野
切
本
古
今
和
歌
集
』
で
も
第
一
種
・
第
三
種
に
は
用
例

が
見
え
る
か
ら
、
こ
れ
を
使
用
し
な
か
っ
た
の
は
源
兼
行
の
個
人
的
傾
向
に

よ
る
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
本
資
料
に
使
用
さ
れ
て
い
な
が
ら
『
延
喜
式
紙
背
消
息
』
に
は
例

の
見
え
な
い
仮
名
字
体
は
多
岐
に
亘
る
。
そ
も
そ
も
言
語
量
が
大
き
く
異
な

る
か
ら
数
値
は
参
考
と
す
べ
き
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
字
母
自
体
が

『
延
喜
式
紙
背
消
息
』
に
は
見
え
な
い
も
の
だ
け
で
、
以
下
の
二
〇
種
に
及

ぶ
。

・
衣
、
幾
、
具
、
介
、
佐
、
散
、
志
、
数
、
須
、
所
、
徒
、
耳
、
祢
、

能
、
盤
、
見
、
舞
、
呂
、
和
、
恵

こ
れ
ら
が
『
延
喜
式
紙
背
消
息
』
に
現
れ
な
い
こ
と
の
理
由
乃
至
背
景
は
、

概
ね
次
の
四
つ
の
場
合
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

①
主
と
し
て
言
語
量
の
制
約
か
ら
資
料
に
出
現
し
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き

も
の
。・

衣
（
え
）、
祢
（
ね
・村

）、
呂
（
ろ
等
）、
和
（
わ
）、
恵
（
ゑ
）

こ
れ
ら
は
、
前
後
の
時
期
の
実
用
的
資
料
に
は
共
に
用
例
を
普
通
に
見
出

す
こ
と
が
出
来
、
ま
た
『
延
喜
式
紙
背
消
息
』
で
は
そ
の
音
節
そ
の
も
の
の

仮
名
書
き
例
が
な
い
も
の
で
、『
延
喜
式
紙
背
消
息
』
に
お
け
る
不
在
の
理

由
は
主
と
し
て
偶
然
的
要
因
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
エ
の
仮
名
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
の
実
用
的
資
料
に
お
い

て
は
「
江
（宅
）」
が
第
一
候
補
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
例
の
な
い

こ
と
故
、
確
た
る
こ
と
は
言
え
な
い
（
8
）。
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②
古
層
の
仮
名
字
体
で
あ
り
、
美
的
資
料
に
は
引
き
続
き
使
用
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
実
用
的
資
料
で
の
使
用
は
衰
退
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
。

・
幾
（
き
）、
介
（黛

）、
散
（蛸

）、
数
（談

）

「蛸

」・「談

」
の
二
字
体
に
つ
い
て
は
、
先
に
も
述
べ
た
の
で
繰
り
返
さ

な
い
が
、「
き
」「黛
」
に
つ
い
て
は
些
か
説
明
を
加
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ

う
。「
き
」
と
「但

」
は
い
ず
れ
も
初
期
平
仮
名
資
料
か
ら
用
例
が
見
え
、

『
土
左
日
記
』・『
虚
空
蔵
菩
薩
念
誦
次
第
紙
背
消
息
』・『
北
山
抄
紙
背
消
息
』

で
は
拮
抗
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
延
喜
式
紙
背
消
息
』・『
不

空
三
蔵
表
制
集
紙
背
消
息
』・『
灌
頂
阿
闍
梨
宣
旨
官
牒
紙
背
消
息
』
以
降
の

平
安
後
末
期
消
息
資
料
で
は
「但

」
の
圧
倒
的
優
勢
と
な
り
、「
き
」
は
一

時
期
実
用
的
用
途
か
ら
衰
退
す
る
。「
き
」
が
実
用
的
資
料
で
再
び
頻
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
中
世
の
文
書
資
料
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
現
時
点

で
は
仮
説
と
し
て
述
べ
う
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
鎌
倉
期
に
入
っ
て
か
ら
の

「
き
」
の
復
活
に
は
、
美
的
資
料
で
の
仮
名
使
用
と
の
間
接
的
な
関
連
性
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。「黛

」
も
、
平
安
期
消
息
資
料
に

お
い
て
は
「
き
」
と
同
様
の
経
緯
を
辿
っ
て
い
る
。『
土
左
日
記
』
や
『
北

山
抄
紙
背
消
息
』
で
は
「
け
」
と
拮
抗
し
て
い
る
も
の
の
、『
延
喜
式
紙
背

消
息
』
以
降
は
使
用
例
が
無
く
な
る
（『
三
宝
感
応
要
録
紙
背
消
息
』
に
は

僅
か
に
例
が
見
え
る
）。「
き
」
と
の
違
い
は
、
鎌
倉
期
文
書
資
料
に
な
っ
て

も
使
用
頻
度
に
復
活
傾
向
が
見
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。

③
古
層
の
仮
名
字
体
で
あ
り
、
後
世
に
も
使
用
さ
れ
る
仮
名
字
体
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
の
仮
名
体
系
で
も
主
用
の
字
体
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
。

・
須
（段

・男

）、
所
（卒

）、
能
（対

）、
見
（樽

）

「段

」
は
『
為
家
本
土
左
日
記
』
な
ど
『
延
喜
式
紙
背
消
息
』
よ
り
古
い

仮
名
使
用
の
実
態
を
反
映
す
る
と
見
ら
れ
る
資
料
で
も
使
用
さ
れ
る
が
、
そ

れ
ら
で
は
ス
の
仮
名
字
体
は
「談

」
が
主
要
な
も
の
で
あ
る
。『
延
喜
式
紙

背
消
息
』
で
は
そ
れ
が
「檀

（
春
）」
に
交
替
し
て
お
り
、
古
層
の
体
系
で

第
二
位
の
位
置
に
あ
っ
た
「段

・男

」
は
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

尚
、「檀

」
は
『
醍
醐
寺
五
重
塔
天
井
板
落
書
』（
天
暦
五
年
〔
九
五
一
〕

頃
）
か
ら
出
現
し
て
い
る
。「卒

」
も
出
現
自
体
は
古
く
、『
土
左
日
記
』
や

『
虚
空
蔵
菩
薩
念
誦
次
第
紙
背
消
息
』
に
例
が
見
え
る
が
、
や
は
り
「
そ
・

続

」
を
凌
ぐ
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。「対

」
も
「卒

」
同
様
、『
土

左
日
記
』
や
『
虚
空
蔵
菩
薩
念
誦
次
第
紙
背
消
息
』
に
例
が
見
え
る
が
、
常

に
「
の
」
に
次
ぐ
字
体
で
あ
っ
た
。「樽

」
は
『
有
年
申
文
』（
貞
観
頃
〔
八

五
九
〜
七
七
〕）・『
北
山
抄
紙
背
消
息
』
等
の
先
行
資
料
に
も
、『
延
喜
式
紙

背
消
息
』
以
降
の
資
料
に
も
見
え
る
が
、
概
ね
「
み
」・「鱈

」
に
次
ぐ
第
三

位
の
仮
名
字
体
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
ら
の
不
在
の
理
由
に
は
、

①
同
様
、
偶
然
的
因
子
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

④
新
層
の
仮
名
字
体
で
あ
り
、
美
的
資
料
に
は
先
ん
じ
て
摂
取
さ
れ
て
い

た
が
、
実
用
的
資
料
へ
の
浸
透
は
未
だ
広
く
は
起
こ
っ
て
い
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
も
の
。

・
具
（替

）、
佐
（凧

）、
志
（坦

）、
所
（袖

）、
徒
（孫

）、
耳
（遡

）、

盤
（祖

）、
舞
（打

）

こ
れ
ら
の
う
ち
、「替

」、「打

」
に
つ
い
て
は
、
中
世
ま
で
に
視
野
を
広

げ
て
も
、
実
用
的
資
料
で
普
通
に
使
用
さ
れ
た
字
体
で
は
な
い
。
そ
の
他
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
多
少
説
明
を
加
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
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「凧
」
は
『
土
左
日
記
』・『
虚
空
蔵
菩
薩
念
誦
次
第
紙
背
消
息
』
に
例
が

あ
り
、「蛸
」
以
外
の
サ
の
字
体
と
し
て
は
「
さ
」
に
先
ん
じ
て
勢
力
を
得

つ
つ
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
さ
」
も
『
醍
醐
寺
五
重
塔
天
井
板

落
書
』
に
は
例
が
存
在
す
る
な
ど
、
字
体
の
出
現
時
期
自
体
は
「凧

」
に
少

な
く
と
も
大
き
く
遅
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
或
い
は
、
実
用
的
場
面
に
お
け

る
「蛸

」
に
替
わ
る
主
用
字
体
を
巡
っ
て
、「
さ
」
と
「凧

」
の
選
択
に
関

し
て
文
字
文
化
圏
等
の
違
い
に
よ
る
嗜
好
差
が
存
し
た
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、

よ
り
詳
し
い
検
討
は
今
後
を
俟
ち
た
い
。

「坦

」
は
『
延
喜
式
紙
背
消
息
』
以
前
の
実
用
的
資
料
に
は
例
が
見
え
な

い
が
、『
不
空
三
蔵
表
制
集
紙
背
消
息
』・『
灌
頂
阿
闍
梨
宣
旨
官
牒
紙
背
消

息
』
以
降
実
用
的
資
料
に
も
用
例
が
現
れ
、
鎌
倉
期
以
降
に
は
多
用
さ
れ
る
。

「袖

」
は
同
字
母
の
「卒

」
と
異
な
り
、
実
用
的
資
料
で
は
、『
三
宝
感
応

要
録
紙
背
消
息
』
以
降
に
し
か
見
え
ず
、
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も

な
か
っ
た
。
美
的
資
料
で
も
概
ね
「卒

」
に
比
し
て
例
は
少
な
い
。

「孫

」
は
、『
醍
醐
寺
五
重
塔
天
井
板
落
書
』
に
こ
の
字
体
で
あ
る
可
能
性

の
あ
る
例
が
存
す
る
が
、
確
例
と
し
て
は
『
不
空
三
蔵
表
制
集
紙
背
消

息
』・『
灌
頂
阿
宣
旨
官
牒
紙
背
消
息
』
以
降
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

以
降
は
比
較
的
頻
用
さ
れ
る
。

「遡

」
も
、
実
用
的
資
料
で
の
出
現
は
『
不
空
三
蔵
表
制
集
紙
背
消
息
』・

『
灌
頂
阿
闍
梨
宣
旨
官
牒
紙
背
消
息
』
以
降
で
あ
る
が
、「孫

」
と
は
異
な
り
、

そ
れ
以
降
も
使
用
頻
度
は
低
い
。

同
様
に
「祖

」
も
、
実
用
的
資
料
で
の
出
現
は
『
不
空
三
蔵
表
制
集
紙
背

消
息
』・『
灌
頂
阿
闍
梨
宣
旨
官
牒
紙
背
消
息
』
以
降
で
、
こ
れ
ら
で
は
比
較

的
多
用
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
字
体
は
実
用
的
資
料
で
は
平
安
期
消
息
資
料

の
内
に
既
に
勢
力
が
衰
退
し
、
鎌
倉
期
文
書
資
料
に
も
殆
ど
例
が
な
い
。

以
上
に
は
、『
高
野
切
第
二
種
』
に
は
見
え
て
『
延
喜
式
紙
背
消
息
』
に

は
見
え
な
い
字
母
に
由
来
す
る
仮
名
字
体
に
つ
い
て
概
略
を
ま
と
め
た
が
、

こ
の
他
に
、
字
母
と
し
て
は
両
者
に
存
在
す
る
が
、
仮
名
字
体
と
し
て
は

『
高
野
切
第
二
種
』
に
の
み
見
え
る
も
の
が
あ
る
。
以
下
の
よ
う
な
字
母
か

ら
出
来
た
仮
名
字
体
で
あ
る
。

・
以
（膳

）、
宇
（舵

）、
之
（探

）、
春
（檀

）、
多
（測

）、
尓
（訴

）、

乃
（騨

）、
美
（誰

）

要
す
る
に
、
崩
し
の
弱
い
、
漢
字
の
原
形
に
近
い
草
仮
名
的
字
体
が
、『
高

野
切
第
二
種
』
で
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
草
仮
名
的
字
体
の
取
り
込
み
に
よ
っ
て
美
的
な
仮
名
使
用
の
あ
り

方
が
成
立
し
て
い
っ
た
こ
と
が
改
め
て
窺
わ
れ
る
が
、
中
で
や
や
例
外
的
な

の
は
先
に
も
述
べ
た
「
宇
」
の
場
合
で
あ
る
。
こ
の
字
母
の
場
合
、『
高
野

切
第
二
種
』
に
見
え
る
よ
う
な
漢
字
に
近
い
形
状
の
仮
名
字
体
は
、
古
層
の

仮
名
字
体
体
系
で
は
「
う
」
と
拮
抗
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
先
の
、
字
母
の
重
な
ら
な
い
仮
名
字
体
の
分
類
で
言
え
ば
、

③
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
は
概
ね
④
に
該
当
す
る
。
中
で
は

「訴
」・「騨

」
は
鎌
倉
期
以
降
、
比
較
的
多
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

『
延
喜
式
紙
背
消
息
』
に
対
比
し
た
場
合
の
『
高
野
切
第
二
種
』
の
仮
名

字
体
の
際
立
っ
た
特
色
の
一
つ
が
、
同
字
母
に
つ
い
て
複
数
の
形
状
の
字
体

を
使
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
伝
統
的
な
字
体
と
恐
ら
く
草
仮

名
か
ら
摂
取
し
た
と
思
わ
れ
る
漢
字
に
近
い
字
体
と
の
併
用
も
そ
の
一
部
で
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図1・『高野切第二種』において草体化の様式が異なる仮名字体を併用す
る例

佐／サ 数／ス 那／ナ 礼／レ 呂／ロ

あ
る
が
、
も
う
一
つ
、
草
体
化
の
方
式
の
異
な
る
も
の
も
あ
る
。
図
1
に
挙

げ
た
よ
う
な
例
で
あ
る
が
、「凧

」「談

」「汰

」「
れ
」「
ろ
」
の
様
に
、
旁

を
大
き
な
円
弧
若
し
く
は
払
い
と
す
る
字
体
に
つ
い
て
、
次
字
と
の
断
続
に

よ
っ
て
字
形
を
使
い
分
け
る
場
合
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
字
形
差
の
境
界

は
比
較
的
明
瞭
で
、
字
体
差
と
見
な
す
こ
と
さ
え
矛
盾
の
な
い
程
度
の
も
の

で
あ
る
。「凧

」「談

」
の
二
態
に
つ
い
て
は
こ
の
筆
者
の
個
人
的
特
徴
の
傾

向
が
強
い
が
、「汰

」「
れ
」
な
ど
は
他
の
美
的
資
料
や
『
三
宝
感
応
要
録
紙

背
消
息
』
等
で
も
同
様
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。「
ろ
」
の
異
字
形
は
、

『
醍
醐
寺
五
重
塔
天
井
板
落
書
』
に
見
え
る
ほ
か
、
藤
原
道
長
自
筆
本
『
御

堂
関
白
記
』
仮
名
書
き
和
歌
や
他
の
美
的
資
料
に
稀
に
見
え
る
。

最
後
に
、『
延
喜
式
紙
背
消
息
』
と
『
高
野
切
第
二
種
』
に
共
通
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
仮
名
字
体
の
内
で
、
注
意
す
べ
き
も
の
に
つ
い
て
言
及
し
て

お
き
た
い
。
先
に
『
延
喜
式
紙
背
消
息
』
は
、
実
用
的
資
料
に
お
い
て
古
層

の
仮
名
字
体
が
新
出
の
字
体
に
交
替
す
る
時
期
に
当
た
る
と
述
べ
た
。
し
か

し
、「
宇
」
を
字
母
と
す
る
も
の
も
そ
う
で
あ
る
が
、
古
層
の
仮
名
字
体
が

全
く
同
じ
歩
調
で
衰
退
し
た
わ
け
で
は
な
い
。『
延
喜
式
紙
背
消
息
』
に
は

「蒼

（
乎
）」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ヲ
の
仮
名
に
つ
い
て
は
「
を
」
が
既
に

『
因
幡
国
司
解
案
紙
背
消
息
』
に
見
え
て
い
る
一
方
、
交
替
現
象
の
進
行
は

「蛸

」・「談

」
に
比
べ
て
緩
慢
で
、『
不
空
三
蔵
表
制
集
紙
背
消
息
』・『
灌
頂

阿
闍
梨
宣
旨
官
牒
紙
背
消
息
』
や
『
三
宝
感
応
要
録
紙
背
消
息
』
で
も
ま
だ

「蒼

・葬

」
の
使
用
が
見
ら
れ
る
。
他
方
、
美
的
資
料
に
お
け
る
ヲ
の
仮
名

字
体
の
使
用
実
態
を
見
る
と
、「蒼

・葬

」
の
使
用
傾
向
に
は
揺
れ
が
あ
り
、

書
道
史
方
面
の
研
究
で
十
世
紀
半
ば
の
書
写
と
さ
え
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
（
9
）

『
継
色
紙
』
は
こ
れ
を

使
用
し
な
い
。『
三
宝

感
応
要
録
紙
背
消
息
』

に
近
い
時
期
の
書
写
の

可
能
性
が
あ
る
『
藍
紙

本
万
葉
集
』
に
も
例
が

な
い
。

一
方
新
層
の
仮
名
字

体
に
関
し
て
、『
延
喜

式
紙
背
消
息
』
と
『
高

野
切
第
二
種
』
で
注
意

さ
れ
る
の
は
「綻

（
悲

／
ヒ
）」
で
あ
る
。
こ

の
仮
名
字
体
は
実
用
的

資
料
で
は
、『
延
喜
式

紙
背
消
息
』
が
最
も
早

い
例
に
当
た
り
、
以
後

も
使
用
仮
名
字
体
に
関

し
て
美
的
資
料
の
仮
名

字
体
に
比
較
的
近
い
様

態
を
示
す
『
三
宝
感
応

要
録
紙
背
消
息
』
位
に

し
か
見
え
な
い
。『
不
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図
2
・『
桂
本
万
葉
集
』
に
お
け
る
同
一
字
体
の
様
式
の
相
違

②
通
常
部
分
（
右
）
と
運
筆
の
大
き
い
部
分
（
左
）
と
の
筆
勢
差
の
例

〈蛸

（
サ
）〉

※
「蛸

」
の
上
部
が
前
字
「
し
」
の
半
ば
に
ま
で
達
し
て
い
る
。

①
通
常
部
分
（
上
）
と
草
仮
名
的
部
分
（
下
）
の
字
形
差
の
例

〈
オ
〉

〈
ク
〉

〈
ハ
〉

〈
ミ
〉

〈
キ
〉

〈
ケ
〉

〈
ホ
〉

〈
ロ
〉

空
三
蔵
表
制
集
紙
背
消
息
』
等
で
は
「
ひ
」
に
次
ぐ
ヒ
の
仮
名
字
体
は
「短

（
日
）」
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
共
通
し
て
「綻

」
を
使
用
す
る
こ
と
は
、

近
し
い
社
会
集
団
内
で
の
仮
名
使
用
の
あ
り
方
の
類
似
性
を
示
す
も
の
と
も

見
え
る
。四

源
兼
行
筆
蹟
資
料
（
2
）
―
―
桂
本
万
葉
集

次
に
検
討
し
た
い
『
桂
本
万
葉
集
』（
巻
四
の
零
巻
の
み
残
存
）
の
仮
名

字
体
は
、
体
系
的
に
も
、
個
別
字
体
の
形
状
と
し
て
も
や
は
り
『
高
野
切
第

二
種
』
に
酷
似
し
て
お
り
、
両
者
が
同
筆
で
あ
る
こ
と
は
揺
る
が
な
い
で
あ

ろ
う
。
本
資
料
の
『
高
野
切
第
二
種
』
と
の
一
番
大
き
な
違
い
は
、
文
献
の

内
容
的
性
質
か
ら
、
漢
字
表
記
部
分
と
仮
名
表
記
部
分
が
交
互
に
現
れ
る
こ

と
で
あ
る
が
、
同
じ
筆
者
と
目
さ
れ
る
資
料
で
は
『
関
戸
本
和
漢
朗
詠
集
』

や
『
雲
紙
本
和
漢
朗
詠
集
』
も
そ
の
点
で
同
様
で
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
本
資
料
の
仮
名
表
記
部
分
に
は
、『
高
野
切
第
二
種
』

に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
が
あ
る
。『
高
野
切
第
二
種
』
が
全
体
に
亘
っ
て
均

質
的
に
書
写
さ
れ
て
い
る
（

）の
に
対
し
て
、『
桂
本
万
葉
集
』
の
仮
名
書
き
部

10

分
は
、
大
き
く
分
け
て
、『
高
野
切
第
二
種
』
に
近
い
平
均
的
書
法
の
他
に
、

草
仮
名
的
字
体
を
多
く
含
む
部
分
（

）と
、
上
下
左
右
の
文
字
が
重
な
る
ほ
ど
に

11

大
き
な
運
筆
と
の
三
態
を
示
す
（

）。
後
掲
図
2
に
、
そ
の
三
者
を
比
較
し
て
み

12

た
。
そ
う
し
た
特
徴
は
、『
関
戸
本
和
漢
朗
詠
集
』・『
雲
紙
本
和
漢
朗
詠
集
』

に
も
見
え
、
漢
字
表
記
と
の
交
用
に
関
わ
り
あ
る
技
巧
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。

平
均
的
部
分
・
運
筆
の
大
き
い
部
分
（
仮
に
合
わ
せ
て
連
綿
的
部
分
と
呼

ぶ
）
と
、
草
仮
名
的
部
分
と
の
相
違
は
、
先
に
見
た
同
一
字
母
に
発
す
る
仮

32



【
表
3
】『
桂
本
万
葉
集
』
連
綿
的
書
写
部
分
使
用
仮
名
字
体
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【
表
4
】『
桂
本
万
葉
集
』
草
仮
名
的
書
写
部
分
使
用
仮
名
字
体

名
字
体
に
見
え
る
字
形
差
の
み
な
ら
ず
、
字
体
の
選
択
そ
の
も
の
に
も
及
ぶ

か
ら
、
そ
の
両
者
に
分
け
て
使
用
字
体
を
示
す
（
表
3
・
4
（

））。
13

こ
の
二
つ
の
表
を
対
照
す
る
と
、「

（
愛
／
ア
）」「像

（
閑
／
カ
）」

「啄
（
古
／
コ
）」「

（凰

／
テ
）」「挿

（
度
／
ト
）」「

（
蒙
／
モ
）」

「辿

（
遊
／
ユ
）」「湛

（
衛
／
ヱ
）」
の
よ
う
に
草
仮
名
的
部
分
に
の
み
使
用

さ
れ
る
仮
名
字
体
が
見
え
る
と
と
も
に
、『
高
野
切
第
二
種
』
に
併
用
さ
れ
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て
い
た
字
体
が
、『
桂
本
万
葉
集
』
で
は
書
写
態
度
の
相
違
に
よ
っ
て
使
い

分
け
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
複
数
指
摘
で
き
る
。
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
（
い
ず
れ
も
前
者
が
連
綿
的
部
分
、
後
者
が
草
仮
名
的
部
分
の
用
字
）。

・
い
―膳
、

足

―測

、

阻

―訴

、
ね
―村

、
ん
―

一
方
、
装
飾
的
に
思
わ
れ
る
仮
名
字
体
の
う
ち
、「組

（
頗
／
ハ
）」「誰

（
美
／
ミ
）」「打

（
舞
／
ム
）」「妥

（
無
／
ム
）」「狸

（
免
／
メ
）」「

（
梨
／
リ
）」「草

（
流
／
ル
）」「速
（
レ
／
禮
）」
な
ど
は
寧
ろ
連
綿
的
書
写
、

そ
れ
も
時
と
し
て
運
筆
の
大
き
い
部
分
に
例
が
見
え
る
（「組

・草

・速

」）。

こ
れ
ら
は
典
型
的
な
草
仮
名
的
字
体
と
は
別
水
準
の
認
識
を
さ
れ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、
各
々
の
仮
名
字
体
が
同
時
代
的
に
担
っ
て
い
た
意
味
合
い

或
い
は
文
字
意
識
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
に
具
体
的
資
料
か
ら
判
断

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
例
で
あ
る
。

ま
た
、
連
綿
的
部
分
に
お
い
て
「
毛
」
を
字
母
と
す
る
モ
の
仮
名
に
複
数

の
字
形
が
発
生
し
て
い
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。
後
に
、
モ
の
仮
名
は
甚
だ
多

く
の
異
字
形
を
産
出
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
が
先
述
「談
」「
ろ
」
な

ど
と
同
様
、
美
的
書
記
の
世
界
に
於
け
る
同
字
母
異
字
形
創
出
の
傾
向
か
ら

生
じ
た
も
の
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

五

ま
と
め

最
後
に
、
以
上
に
見
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
窺
わ
れ
る
、
十
一
世
紀
中
頃
に

お
け
る
実
用
的
資
料
と
美
的
資
料
の
使
用
仮
名
字
体
の
関
係
の
あ
り
方
の
一

端
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

両
者
の
間
の
基
本
的
関
係
と
し
て
は
、
実
用
的
資
料
所
用
の
仮
名
字
体
を

基
本
と
し
、
美
的
資
料
は
そ
れ
に
他
の
字
体
を
加
え
て
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

豊
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
揺
る
が
な
い
。
そ
の
際
、
ど
の
よ

う
に
し
て
字
体
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
加
さ
せ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
、
い
く
つ
か
の
経
緯
を
指
摘
で
き
る
。

（
1
）
同
一
字
母
に
由
来
す
る
も
の
に
、
異
な
る
草
体
化
の
様
式
を
付
与
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
異
字
体
・
異
字
形
の
併
用
。

―
「
も
」「
ろ
」
な
ど

（
2
）
既
存
の
仮
名
字
体
と
同
一
字
母
に
由
来
す
る
が
草
仮
名
的
な
異
字
体

の
併
用
。

―
「膳

」「凧

」「測

」「訴

」「村

」
な
ど

（
3
）
実
用
的
資
料
で
退
潮
の
傾
向
に
あ
っ
た
古
層
の
字
体
の
継
続
的
使
用
。

―
「舵

」「蛸

」「談

」
な
ど

（
4
）
美
的
資
料
で
の
み
そ
れ
以
前
か
ら
の
使
用
が
見
え
る
平
仮
名
字
体
の

継
続
的
使
用
。

―
「孫

」「遡

」「祖

」「妥

」
な
ど

（
5
）
美
的
資
料
に
お
い
て
も
こ
の
頃
新
た
に
平
仮
名
に
摂
取
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
新
層
の
平
仮
名
字
体
の
使
用
。

―
「坦

」「想

」「打

」「狸

」「草

」
な
ど

（
6
）
美
的
資
料
に
お
い
て
も
こ
の
頃
新
た
に
平
仮
名
に
摂
取
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
草
仮
名
的
字
体
の
使
用
。

―
「啄

」「像

」「挿

」「辿

」「湛

」
な
ど

以
上
は
、
書
道
史
研
究
の
方
面
で
源
兼
行
筆
跡
資
料
と
認
め
る
こ
と
が
定

説
化
し
て
い
る
資
料
群
に
つ
い
て
、
そ
の
こ
と
を
妥
当
な
も
の
と
前
提
し
た
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上
で
の
立
論
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、『
延
喜
式
紙
背
消
息
』
と
共
通
し
て

見
え
る
仮
名
字
体
「綻

」
の
使
用
や
、
逆
に
「貸

」
の
使
用
例
が
殆
ど
な
い

点
な
ど
、
今
回
の
検
討
の
範
囲
か
ら
は
『
延
喜
式
紙
背
消
息
』
と
そ
れ
ら
の

資
料
が
時
間
的
・
空
間
的
に
近
い
範
囲
の
文
字
文
化
圏
に
あ
る
と
い
う
推
測

に
は
矛
盾
が
な
い
と
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
書
道
史
研
究
に
お
け
る
古
筆
の
筆
者
推
定
が
純
粋
に
客
観
的
な

方
法
に
よ
る
も
の
と
言
え
な
い
以
上
、
言
語
史
研
究
の
一
分
野
乃
至
隣
接
分

野
と
し
て
の
文
字
史
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
資
料
を
源
兼
行
の
筆
蹟
と

す
る
判
断
も
含
め
、
そ
の
論
証
の
妥
当
性
に
関
し
て
、
今
後
、
実
用
的
資
料

と
美
的
資
料
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
研
究
の
対
象
範
囲
を
拡
大
さ
せ
て
行
く

試
み
の
過
程
で
、
繰
り
返
し
批
判
し
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
勿
論
で
あ
る
。

注（1
）
伊
房
筆
と
さ
れ
る
仮
名
古
筆
の
代
表
は
『
藍
紙
本
万
葉
集
』
で
、
田
中
親

美
に
よ
っ
て
そ
の
説
が
示
さ
れ
、
現
在
書
道
史
研
究
者
の
ほ
ぼ
共
通
し
た
見

解
と
な
っ
て
い
る
。『
前
田
本
北
山
抄
巻
第
三
・
巻
第
七
』（
後
に
言
及
す
る

源
兼
行
筆
と
は
別
書
）
が
奥
書
の
記
述
内
容
よ
り
伊
房
筆
と
見
な
さ
れ
、
そ

れ
と
の
筆
蹟
の
一
致
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
に
『
尼
子
切
（
拾
遺

和
歌
抄
）』『
大
色
紙
』『
十
五
番
歌
合
』『
唐
紙
本
朗
詠
集
』
と
い
っ
た
も
の

も
そ
の
筆
蹟
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
定
信
筆
と
さ
れ
る
仮
名
古
筆
の
遺
品
と

し
て
は
『
金
沢
本
万
葉
集
』、『
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
』
中
の
『
順

集
』・『
中
務
集
』・『
貫
之
集
下
』
等
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
も
書

道
史
研
究
者
の
間
で
は
ほ
ぼ
一
致
し
た
見
解
で
あ
る
と
み
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

伊
房
の
子
で
定
信
の
父
で
あ
る
藤
原
定
実
に
つ
い
て
も
、『
西
本
願
寺
本
三

十
六
人
集
』
中
の
『
人
麿
集
』・『
貫
之
集
上
』、『
元
永
本
古
今
和
歌
集
』

『
巻
子
本
古
今
和
歌
集
』『
下
絵
拾
遺
抄
切
』
等
が
そ
の
筆
蹟
と
指
摘
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、「
定
実
の
真
跡
と
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
古
筆
は
無
い
」（
春
名
好
重
『
古
筆
大
辞
典
』
淡
交
社
・
一
九
七
九
、

九
七
七
頁
「
藤
原
定
実
」
の
項
）
と
い
っ
た
否
定
的
見
解
も
あ
る
。

（
2
）
こ
の
資
料
を
源
兼
行
筆
と
す
る
根
拠
の
一
つ
と
さ
れ
る
平
等
院
の
記
録
の

内
容
を
含
め
、
こ
の
筆
者
の
推
定
に
つ
い
て
は
『
日
本
名
筆
全
集

第
一
期

巻
三
』（
書
芸
文
化
院
・
一
九
七
二
）
の
飯
島
春
敬
氏
解
説
「
高
野
切
」
に

詳
し
い
。

（
3
）
拙
著
『
国
語
文
字
・
表
記
史
の
研
究
』（
汲
古
書
院
・
二
〇
一
二
）
第
三

編
第
二
章
「
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
平
仮
名
字
体
の
変
遷
」。
初
出
は

『
国
語
文
字
史
の
研
究

四
』（
和
泉
書
院
・
一
九
九
八
）。

（
4
）
以
下
こ
の
書
式
で
、
こ
の
変
体
仮
名
が
万
葉
仮
名
「
散
」
を
字
母
と
す
る

音
「
サ
（
・
ザ
）」
の
仮
名
字
体
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

（
5
）
『
三
宝
感
応
要
録
紙
背
消
息
』
に
は
例
が
見
え
る
が
、『
延
喜
式
紙
背
消

息
』
以
前
の
消
息
資
料
及
び
『
不
空
三
蔵
表
制
集
紙
背
消
息
』・『
灌
頂
阿
闍

梨
宣
旨
官
牒
紙
背
消
息
』・『
諸
仏
菩
薩
釈
義
紙
背
消
息
』・『
文
泉
抄
紙
背
消

息
』
と
い
っ
た
そ
れ
以
外
の
十
一
世
紀
後
半
以
降
の
消
息
資
料
に
は
い
ず
れ

も
用
例
が
見
え
な
い
。

（
6
）
当
該
資
料
に
は
『
日
本
名
筆
全
集

平
安
時
代
篇

第
十
六
巻
』（
書
芸

文
化
院
・
一
九
五
七
）、『
日
本
名
跡
叢
刊

平
安
―
仮
名
消
息
』（
二
玄

100

社
・
一
九
八
六
）、『
東
京
国
立
博
物
館
古
典
籍
叢
刊

九
条
家
本
延
喜
式
』

（
思
文
閣
出
版
・
二
〇
一
一
〜
刊
行
中
）
と
い
っ
た
影
印
が
あ
る
が
、
汚
損
、

虫
損
、
裏
打
等
の
為
に
い
ず
れ
も
写
真
で
は
不
鮮
明
な
所
が
あ
る
の
で
、

『
日
本
名
筆
全
集
』
を
元
に
筆
者
が
ト
レ
ー
ス
し
た
も
の
を
掲
げ
る
。
な
お
、

第
二
通
に
「
す
」
と
も
見
え
る
仮
名
字
体
が
存
す
る
が
、
確
例
と
は
言
い
難

い
の
で
、
表
に
は
採
っ
て
い
な
い
。

（
7
）
調
査
お
よ
び
集
字
は
『
日
本
名
筆
選
3

高
野
切
第
二
種
』（
二
玄
社
・
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一
九
九
三
）
に
よ
る
。

（
8
）
『
延
喜
式
紙
背
消
息
』
以
前
の
資
料
は
ア
・
ヤ
行
の
エ
の
音
韻
的
区
別
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
事
情
が
異
な
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
音
節
の

用
例
を
有
す
る
『
因
幡
国
司
解
案
紙
背
消
息
』（
延
喜
頃
〔
九
〇
一
〜
二

三
〕）・『
虚
空
蔵
菩
薩
念
誦
次
第
紙
背
消
息
』
か
ら
は
い
ず
れ
も
「宅

」
の

み
が
見
出
さ
れ
る
。
後
の
時
期
の
も
の
と
し
て
は
、『
不
空
三
蔵
表
制
集
紙

背
消
息
』・『
灌
頂
阿
闍
梨
宣
旨
官
牒
紙
背
消
息
』
は
「宅

」
を
最
も
多
く
用

い
る
が
、「
え
」・「択

（
盈
）」
を
併
用
す
る
。

（
9
）
『
日
本
名
筆
選

継
色
紙
』（
二
玄
社
・
一
九
九
三
）
島
谷
弘
幸
氏
解
説

13

な
ど
。
し
か
し
一
方
、
名
児
耶
明
氏
『
書
の
見
方
』（
角
川
学
芸
出
版
・
二

〇
〇
八
）
九
六
頁
が
十
一
世
紀
の
書
写
と
す
る
説
を
並
記
す
る
な
ど
、
書
道

史
研
究
の
分
野
で
は
近
年
に
至
っ
て
も
こ
の
年
代
推
定
は
確
定
し
得
て
い
な

い
。

（

）
巻
第
五
の
最
終
歌
に
、
そ
れ
ま
で
は
出
現
が
稀
で
、
や
や
草
仮
名
的
な
字

10
体
を
多
用
す
る
、
と
い
っ
た
僅
か
な
偏
り
は
見
ら
れ
る
。
次
注
に
挙
げ
る
第

三
種
の
あ
り
方
か
ら
す
れ
ば
、
非
現
存
部
分
に
も
っ
と
異
質
な
書
法
が
交
用

さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
無
く
は
な
い
。

（

）
一
巻
の
中
に
お
い
て
草
仮
名
的
な
書
法
を
交
え
る
こ
と
は
、『
高
野
切
第

11
三
種
』
に
お
け
る
一
〇
〇
七
・
一
〇
〇
八
番
歌
な
ど
、
同
時
代
の
別
資
料
に

も
見
え
る
技
法
で
あ
る
。

（

）
例
え
ば
、
現
存
部
分
の
巻
頭
の
五
三
〇
番
歌
か
ら
五
八
五
番
歌
ま
で
は
運

12
筆
の
や
や
大
き
い
部
分
を
含
み
つ
つ
概
ね
平
均
的
書
法
で
あ
る
が
、
切
り
取

り
部
を
挟
ん
で
七
三
九
番
歌
か
ら
七
四
八
番
歌
は
明
ら
か
に
草
仮
名
的
な
字

体
を
多
く
含
む
。
七
四
九
番
歌
か
ら
は
一
転
し
て
大
き
な
運
筆
に
転
ず
る
。

七
八
五
〜
七
八
八
番
歌
は
再
び
草
仮
名
的
で
あ
る
。

（

）
調
査
お
よ
び
集
字
は
『
日
本
名
筆
選

桂
本
万
葉
集
』（
二
玄
社
・
一

13

27

九
九
四
）
に
よ
る
。

（
や
だ
・
つ
と
む

本
学
大
学
院
准
教
授
）
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